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第
だい
32期
き
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
コース開
かい
講
こ う
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スタディ・エクスカーション
富
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民
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　2014 年
ねん
の 9 月
がつ
、フランスのパリから富
と
山
やま
に来
き
たポップ・オー 
ロラ・ニコレッタと申
もう
します。宜
よろ
しくお願
ねが
い致
いた
します。
　時
じ
間
かん
が早
はや
くたったけれど、この一
いちねんかん
年間は心
こころ
の中
なか
にずっと残
のこ
っ
ていきます。大
たいせつ
切な思
おも
い出
で
は今
いま
から数
すうねん
年覚
おぼ
えていきます。
　まず、富
と
山
やま
大
だいがく
学の皆
みなさま
様に心
こころ
から感
かんしゃ
謝しています。私
わたし
と他
ほか
の
留
りゅうがくせい
学生にとても親
しんせつ
切だったし、いつも手
て
伝
つだ
ってもらったし、は 
げまされたし、いつも気
き
持
も
ちよい環
かんきょう
境だったと思
おも
います。 
留
りゅうがくせい
学生にとって、一
いちねんかん
年間国
くに
から遠
とお
くに住
す
んでいたり、一
ひとり
人で暮
く
らしたりすることは難
むずか
しいと思
おも
うが、皆
みな
様
さま
のおかげで生
せいかつ
活はもっ
と楽
らく
になりました。他
ほか
の留
りゅうがくせい
学生の皆
みなさま
様に、一
いちねんかん
年間富
と
山
やま
大
だいがく
学にき
たら、是
ぜ
非
ひ
国
こくさい
際交
こうりゅう
流センターに行
い
ってくださいとおすすめしま
す。国
こくさい
際交
こうりゅう
流センターの皆
みなさま
様は留
りゅうがくせい
学生の気
き
持
も
ちを良
よ
く分
わか
るから、
もしトラブルがあったり、寂
さび
しい感
かん
じがあったら、国
こくさい
際交
こうりゅう
流セン
ターの皆
みなさま
様に相
そうだん
談したら、すぐに気
き
持
も
ちよくなりました。
　2013 年
ねん
に初
はじ
めて東
とうきょう
京へ行
い
ったが、2014 年
ねん
の 9 月
がつ
まで富
と
山
やま
に行
い
ったことがありませんでした。富
と
山
やま
に初
はじ
めて来
き
た時
とき
、 
ちょっと寂
さみ
しい感
かん
じがしました。けれども、富
と
山
やま
大
だいがく
学の人
ひと
たち、
先
せんせい
生、日
に
本
ほん
人
じん
の大
だいがくせい
学生はとても優
やさ
しくて留
りゅう
学
がく
生
せい
の気
き
持
も
ちを良
よ
く
分
わか
って、もし来
らいにち
日したばかりの留
りゅうがくせい
学生の皆
みな
さんは私
わたし
と同
おな
じよう
な寂
さび
しさを感
かん
じたら、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の人
ひと
たちと話
はな
した方
ほう
が良
よ
いと思
おも
います。また、国
こくさい
際交
こうりゅう
流センターに行
い
ったら、他
ほか
の留
りゅうがくせい
学生もい
るし、ゆっくりくつろいでセンターの皆
みな
さんと様
さま
々
ざま
な面
おも
白
しろ
い話
はなし
もできるし、すぐに気
き
持
も
ちが安
やす
らぐと思
おも
います。
　富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
するために来
らい
日
にち
したので、毎
まいにち
日毎
まいにち
日
熱
ねっしん
心に日
にほんご
本語の勉
べんきょう
強をしました。日
に
本
ほん
にいるのは本
ほん
当
とう
にチャン
スだと思
おも
いますので、日
に
本
ほん
語
ご
が上
じょうず
手になるため完
かんぺき
璧な環
かんきょう
境だっ
たと思
おも
います。先
せんせい
生と日
に
本
ほん
人
じん
の大
だいがくせい
学生とたくさん話
はな
した方
ほう
がい
いと思
おも
います。自
じ
国
こく
では日
に
本
ほん
語
ご
を他
た
人
にん
と話
はな
すチャンスがあまり
ないと思
おも
うから、日
に
本
ほん
でたくさん日
に
本
ほん
人
じん
と話
はな
してみれば会
かいわ
話の
レベルは上
じょうたつ
達できるにちがいないです。それに、授
じゅぎょう
業に注
ちゅうい
意し
て、毎
まいしゅう
週の宿
しゅくだい
題をやればレベルが上
あ
がるはずです。
　他
ほか
の留
りゅうがくせい
学生の皆
みな
さまも大
だいがく
学で色
いろ
々
いろ
な授
じゅ
業
ぎょう
を受
う
ける可
か
能
のう
性
せい
は高
たか
いので、いい成
せいせき
績で合
ごうかく
格するため、毎
まいにち
日よく食
た
べて、スポーツ
をたくさんした方
ほう
がいいです。私
わたし
は毎
まいしゅう
週ジョギングをやってい
たので、頭
あたま
にも体
たいちょう
調にもとても役
やく
に立
た
ちました。また、睡
すいみん
眠時
じ
間
かん
も大
だい
事
じ
なので、十
じゅう
分
ぶん
寝
ね
て下
くだ
さい。夜
よる
よく寝
ね
ないと次
つぎ
の日
ひ
の授
じゅ
業
ぎょう
に集
しゅうちゅう
中できなくなります。
　最
さい
後
ご
に、富
と
山
やま
や日
に
本
ほん
でたくさん旅
たび
に出
で
て見
けん
学
がく
をいっぱいしま
した。立
たてやま
山のアルペンルートや長
なが
野
の
県
けん
の松
まつ
本
もとじょう
城などを見
けんがく
学して
とても役
やく
に立
た
ったと思
おも
います。私
わたし
は長
なが
野
の
県
けん
に大
だいがく
学の他
ほか
の留
りゅうがくせい
学生
と先
せんせい
生と旅
たび
に出
で
て、善
ぜん
光
こう
寺
じ
、松
まつ
本
もと
城
じょう
などの興
きょう
味
み
深
ぶか
い場
ば
所
しょ
を見
み
に
行
い
って、素
すば
晴らしい 2
ふつ
日
か
間
かん
を過
す
ごしました。そのような旅
たび
に出
で
たら、日
に
本
ほん
の歴
れき
史
し
についての知
ち
識
しき
を得
え
るにちがいないです。
　成
せいちょう
長できて、日
に
本
ほん
語
ご
と日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
についてしっかりした知
ち
識
しき
を
深
ふか
めるようになります。それは生
せいかつ
活に大
だい
事
じ
な経
けいけん
験です。楽
たの
しい
ことも辛
つら
いこともあるかもしれませんが、一
いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
に頑
がん
張
ば
れ
ば、また帰
き
国
こく
する時
とき
嬉
うれ
しい気
き
持
も
ちを感
かん
じるようになります。
富
と
山
やま
大
だいがく
学の皆
みなさま
様、誠
まこと
にありがとうございました。
My stay in Japan
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専
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攻
こう
博
はく
士
し
課
か
程
てい
３年
ねん
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My reason for being at the University of Toyama
I was selected to benefit from a JICA scholarship in the 
framework of the disaster mitigation project on two CO2-rich lakes 
in Cameroon, sponsored by the Cameroon and Japan governments. 
This project involves scientific collaborations of researchers from 
both countries. The choice of University of Toyama was primarily 
because my supervisors were faculty members of the University 
who are also members of the Satreps project, under which my PhD 
was funded. 
Before coming to Japan
It would have been very difficult for me to make a choice 
prior to the selection process since I did not know much about 
Japan. However, after the choice was proposed, I got additional 
information about the University of Toyama from the internet. I 
also found out that the University has standard laboratories in my 
field of research. 
During my studies, I discovered that University of Toyama was 
a good choice because, it is a university with an open-door policy 
that provides a very conducive environment for studies and fosters 
collaborative reflection. In addition, the laboratories are not only 
well-equipped, the staff and community are very friendly where I 
have had frequent scientific exchanges with professors, researchers 
and other students. Finally, Toyama is a quiet city, with friendly 
people and lots of facilities to make one’s life enjoyable.
About Japan
There is so much to discover about Japan. For instance, there 
are so many vibrant tourist locations. I particularly enjoyed the 
beautiful sights and fairytale landscapes of Kyoto during autumn 
and the beautiful castles with the Japanese feudal architecture. 
There are many facilities such as transportation, the bank system, 
hospitals, and recreational areas and such as convenience stores in 
Japan that are just awesome. One can find a wide range of things 
to shop any time. On top of that they are always very clean, well 
serviced and safe. 
Japanese food is also great. Even though I have not been able to 
get used to the chopstick and cannot eat sashimi (raw sliced fish or 
meat) and other raw stuffs of the Japanese cuisine, it is undeniably 
healthy. I love the rice and the Okonomiyaki and almost all the 
numerous vegetable-based dishes.
My biggest surprise was definitely the heat during summer. 
About 8 Japanese out of 10 who approached me had the heat 
stereotype about Africa. So I really wondered when I experienced 
the hot and humid climate, with peaks of 38 degrees, but extremely 
humid weather leaving me with a feeling of suffocation.  However, 
living in Japan as a foreign student has not at all been peace-sign 
pictures. My major problem was the language. Imagine oneself at 
an adult age and being thrown into a place where you can’t even 
read, write or understand the strict minimum.
学生からのメッセージ
がくせい
3Feelings while leaving
I am very thankful to Japan and especially Toyama for 
welcoming me for the past three (3) years. Toyama has been a 
good place to broaden my academic knowledge within my field of 
study and to gain more independence and cultural insight. I am 
more than satisfied as I feel that the experience gained here will 
not only be enriching for this step of my studies, but hopefully in 
my future endeavors, with respect to acquiring adaptability skills 
that can be utilized in any research space. As I depart, my feelings 
are mixed! I am sad because I am leaving here behind people who 
really shared and became a part of my life here in Japan. However, 
on the contrary, I am also very happy to be moving back home and 
set out on starting a whole new life.
人
ひと
から教
おそ
わる自
じ
分
ぶん
の変
へん
化
か
について
人
じん
文
ぶん
学
がく
部
ぶ
人
じん
文
ぶん
学
がっ
科
か
３年
ねん
腰
こし
山
やま
　千
ち
紘
ひろ
私
わたし
は大
だい
学
がく
一
いち
年
ねん
次
じ
に海
かい
外
がい
ボランティア活
かつ
動
どう
をしにフィリピンに、
二
に
年
ねん
次
じ
には短
たん
期
き
語
ご
学
がく
留
りゅう
学
がく
をしにアメリカに行
い
きました。どちら
も長
ちょう
期
き
的
てき
な滞
たい
在
ざい
ではありませんでしたが、それぞれ思
おも
い出
で
深
ぶか
く、
自
みずか
らの成
せい
長
ちょう
につなげることが出
で
来
き
ました。
初
はじ
めての海
かい
外
がい
滞
たい
在
ざい
となったフィリピンでは、日
に
本
ほん
と異
こと
なる生
せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
や、文
ぶん
化
か
の違
ちが
いが多
おお
くありました。私
わたし
が行
い
ったネグロス
という島
しま
では闘
とう けい
鶏が有
ゆう
名
めい
で、朝
あさ
の 3 時
じ
頃
ごろ
には鶏
にわとり
の鳴
な
き声
ごえ
で起
お
こ
され、時
とき
には鶏
にわとり
に追
お
いかけられることもありました。ボランティ
ア活
かつ
動
どう
は日
に
本
ほん
語
ご
を学
まな
んでいる大
だい
学
がく
生
せい
や身
しん
体
たい
に障
しょう
害
がい
のある学
がく
生
せい
と
の交
こう
流
りゅう
活
かつ
動
どう
や、マングローブの植
しょく
林
りん
活
かつ
動
どう
などであり、たくさん
の人
ひと
と交
こう
流
りゅう
したことによって、拙
つたな
いながらも英
えい
語
ご
で自
じ
分
ぶん
を表
ひょう
現
げん
しようと非
ひ
常
じょう
に苦
く
労
ろう
しました。
フィリピン人
じん
は思
おも
いやりがあり、笑
え
顔
がお
を絶
た
やさない人
ひと
が多
おお
い
と思
おも
いました。私
わたし
は日
ひ
ごろ無
む
表
ひょう
情
じょう
でいることが多
おお
いため、初
はじ
め
は笑
え
顔
がお
がないと言
い
われ続
つづ
けていましたが、とりあえず笑
え
顔
がお
でい
ることの大
たい
切
せつ
さを彼
かれ
らから学
まな
び、自
じ
分
ぶん
に自
じ
信
しん
を持
も
ち、笑
え
顔
がお
でい
る時
じ
間
かん
も多
おお
くなっていきました。また、今
いま
までにない生
せい
活
かつ
スタイ
ルを体
たい
験
けん
したため日
に
本
ほん
という、自
じ
分
ぶん
がいかに恵
めぐ
まれている環
かん
境
きょう
にいたのかを身
み
に染
し
みて感
かん
じることが出
で
来
き
ました。
アメリカでは、マーレイ州
しゅう
立
りつ
大
だい
学
がく
へ一
いっ
か月
げつ
ほど行
い
きました。
大
おお
雪
ゆき
のせいで授
じゅ
業
ぎょう
を受
う
けることも、外
そと
へ遊
あそ
びに行
い
くこともあまり
出
で
来
き
ませんでしたが、積
せっ
極
きょく
的
てき
に友
とも
達
だち
を作
つく
ったことによって、時
じ
間
かん
を有
ゆう
効
こう
に活
かつ
用
よう
できたと思
おも
います。日
に
本
ほん
へ留
りゅう
学
がく
をすることを夢
ゆめ
見
み
て単
たん
語
ご
を一
いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
覚
おぼ
える学
がく
生
せい
や、将
しょう
来
らい
起
お
こるであろう世
せ
界
かい
の食
しょく
糧
りょう
難
なん
を救
すく
うためにトウモロコシの研
けん
究
きゅう
をしている学
がく
生
せい
など、
様
さま
々
ざま
な夢
ゆめ
を持
も
った人
ひと
に会
あ
い、目
もく
標
ひょう
がある事
こと
で人
ひと
は変
か
われること
を感
かん
じました。
私
わたし
はフィリピンとアメリカに行
い
ったことによって、何
なに
か目
もく
標
ひょう
を持
も
って行
こう
動
どう
していくこと、そして明
あか
るく笑
え
顔
がお
でいることなど、
海
かい
外
がい
で得
え
た経
けい
験
けん
は私
わたし
に変
へん
化
か
をもたらしました。そしてこのよう
に変
か
わることができたのは、支
ささ
えてくれた友
とも
達
だち
、家
か
族
ぞく
や、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの方
ほう
が背
せ
中
なか
を押
お
してくれたからだと思
おも
っています。
留
りゅう
学
がく
に限
かぎ
らず、どんなに小
ちい
さなことであっても行
こう
動
どう
に移
うつ
してい
けば、おのずと人
ひと
と成
せい
果
か
はついてくると思
おも
います。まだ一
いち
年
ねん
半
はん
ほど大
だい
学
がく
生
せい
活
かつ
が残
のこ
っているのでこれからも少
すこ
しずつ人
じん
脈
みゃく
を広
ひろ
げ、
多
おお
くの人
ひと
と関
かか
わって変
へん
化
か
していきたいと思
おも
っています。
The gift from Maui
人
にん
間
げん
発
はっ
達
たつ
科
か
学
がく
部
ぶ
人
にん
間
げん
環
かん
境
きょう
システム学
がっ
科
か
４年
ねん
堀
ほっ
田
た
　彩
あや
夏
か
　「There are two types of people in the world, people you like, 
and people you don’t know yet.」これは、マウイでできた親
しん
友
ゆう
か
ら教
おし
えてもらった言
こと
葉
ば
です。滞
たい
在
ざい
し始
はじ
めて２週
しゅう
間
かん
ほどたったころ、
私
わたし
はホームシックとカルチャーショックを経
けい
験
けん
しました。到
とう
着
ちゃく
し
て間
ま
もないころは新
しん
鮮
せん
であった新
あたら
しい文
ぶん
化
か
や人
ひと
々
びと
、生
せい
活
かつ
の習
しゅう
慣
かん
な
どに少
すこ
しずつ慣
な
れてきたと同
どう
時
じ
にストレスを感
かん
じるようになって
いたのです。日
に
本
ほん
にいる家
か
族
ぞく
や友
とも
達
だち
がとても恋
こい
しく感
かん
じたり、外
そと
に出
で
て人
ひと
とコミュニケーションをとるのも億
おっ
劫
くう
に感
かん
じたりと、精
せい
神
しん
的
てき
につらい日
ひ
々
び
が続
つづ
きました。しかし、偶
ぐう
然
ぜん
学
がっ
校
こう
で出
で
会
あ
った友
とも
達
だち
と出
で
かける機
き
会
かい
があり、それ以
い
降
こう
様
さま
々
ざま
なところへ足
あし
を運
はこ
ぶよう
になって、少
すこ
しずつ交
こう
友
ゆう
が広
ひろ
がっていきました。そこでいろいろ
な人
ひと
と出
で
会
あ
い、様
さま
々
ざま
な価
か
値
ち
観
かん
に触
ふ
れました。はじめは、自
じ
分
ぶん
と異
こと
なる言
げん
動
どう
に抵
てい
抗
こう
を感
かん
じたり、一
いち
度
ど
自
じ
分
ぶん
に合
あ
わないと感
かん
じたらその
人
ひと
とはもうコミュニケーションをとらなかったりしました。その
時
とき
に親
しん
友
ゆう
から冒
ぼう
頭
とう
の言
こと
葉
ば
を教
おし
えてもらったのです。世
よ
の中
なか
のすべ
ての人
ひと
と仲
なか
良
よ
くなろうとなんて思
おも
いません。しかし、はじめから
この人
ひと
はこうだと決
き
めつけたり、周
まわ
りの噂
うわさ
から判
はん
断
だん
したりするの
ではなく、まずその人
ひと
と関
かか
わってみよう。話
はなし
をしてみよう。そう
すればきっと今
いま
まで見
み
えなかったその人
ひと
の魅
み
力
りょく
やその人
ひと
から学
まな
べ
ることがあるはずだと気
き
づいたのです。人
ひと
は人
ひと
から学
まな
び成
せい
長
ちょう
する。
人
ひと
は人
ひと
とのつながりの中
なか
で幸
しあわ
せになれる。そう考
かんが
えるようになり
ました。
また、ホストマザーとの生
せい
活
かつ
も私
わたし
に大
おお
きな影
えい
響
きょう
を与
あた
えてくれま
した。ある晩
ばん
、ホストマザーとふたりで泣
な
きながら話
はな
し合
あ
ったこ
とを今
いま
でも鮮
せん
明
めい
に覚
おぼ
えています。「Not to pretend」
相
あい
手
て
を傷
きず
つけるのが怖
こわ
かったり空
くう
気
き
を読
よ
んだりして、自
じ
分
ぶん
の本
ほん
音
ね
を押
お
し殺
ころ
したり、周
まわ
りからの評
ひょう
価
か
を気
き
にしすぎて、知
し
っている
ふりをしたりなど、無
む
意
い
識
しき
によく見
み
せようと取
と
り繕
つくろ
っている自
じ
分
ぶん
がいたのです。しかしそれは、相
あい
手
て
と真
ま
正
しょう
面
めん
から向
む
き合
あ
うことを
恐
おそ
れているということであり、本
ほん
当
とう
の意
い
味
み
での人
ひと
との絆
きずな
、信
しん
頼
らい
関
かん
係
けい
をつくることはできないと初
はじ
めて気
き
づかされました。日
に
本
ほん
人
じん
の 
“静
せい
” の文
ぶん
化
か
、周
まわ
りへの配
はい
慮
りょ
の精
せい
神
しん
はとても素
す
敵
てき
だと思
おも
います。し
かし、ありのままの自
じ
分
ぶん
を受
う
け止
と
め、表
ひょう
現
げん
し、周
まわ
りもその人
ひと
と真
しん
に向
む
き合
あ
い、受
う
け入
い
れるこの地
ち
の文
ぶん
化
か
にもとても魅
み
力
りょく
を感
かん
じました。
留
りゅう
学
がく
を通
とお
して、人
ひと
がまるで変
か
わった、驚
おどろ
くほど英
えい
語
ご
力
りょく
がついた
ということはありません。むしろ、自
じ
分
ぶん
がどんな人
にん
間
げん
なのかを再
さい
確
かく
認
にん
でき、これからもっとたくさんの人
ひと
と関
かか
わって、成
せい
長
ちょう
してい
きたいとモチベーションを高
たか
めることができました。また、これ
まで当
あ
たり前
まえ
に見
み
ていた景
け
色
しき
が異
こと
なって見
み
え、ここまで自
じ
分
ぶん
を育
そだ
ててくれた家
か
族
ぞく
、友
ゆう
人
じん
、地
ち
域
いき
社
しゃ
会
かい
への感
かん
謝
しゃ
の気
き
持
も
ちが強
つよ
くなり、
これからは私
わたし
が人
ひと
のために、社
しゃ
会
かい
のために貢
こう
献
けん
していきたいと心
こころ
から思
おも
うようになりました。今
いま
、留
りゅう
学
がく
しようか迷
まよ
っているあなた。
チャンスがあるならぜひ挑
ちょう
戦
せん
してください。はじめのその一
いっ
歩
ぽ
の
勇
ゆう
気
き
が、その後
ご
の一
いっ
生
しょう
の財
ざい
産
さん
になると思
おも
います。
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
ボランティア募
ぼ
集
しゅう
（随
ずい
時
じ
受
うけ
付
つけ
中
ちゅう
）
　留
りゅう
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の
学
がくせい
生のみなさんを募
ぼ
集
しゅう
しています。
コンサルテーション
　留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
の
みなさん、気
き
軽
がる
にご連
れん
絡
らく
下
くだ
さい。
　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
や海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指す学
がくせい
生を支
し
援
えん
します。
　富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、
海
かいがい
外への留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、相
そうだん
談
に応
おう
じています。
担
たん
　　当
とう
：バハウ  サイモン  ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：水
すい
・木
もく
曜
よう
日
び
　2限
げん
相
そう
談
だん
予
よ
約
やく
・問
とい
合
あわ
せは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
までご連
れん
絡
らく
下
くだ
さい。
◆申
もうしこみ
込・問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎ 445-6106（センター事
じ
務
む
室
しつ
）
　代
だい ひょう
表メールアドレス　cier@adm.u-toyama.ac.jp
〈申
もうし
込
こみ
期
き
限
げん
〉2015年
ねん
1 0月
がつ
5
いつ
日
か
（月
げつ
）正
しょう
午
ご
まで
〈申
もうし
込
こみ
方
ほう
法
ほう
〉受
じゅ
講
こう
申
もうし
込
こみ
書
しょ
に必
ひつ
要
よう
事
じ
項
こう
を記
き
載
さい
のうえ、指
し
導
どう
教
きょう
員
いん
の推
すいせん
薦を得
え
て、所
しょ
属
ぞく
学
がく
部
ぶ
長
ちょう
（研
けん
究
きゅう
科
か
長
ちょう
・
教
きょう
育
いく
部
ぶ
長
ちょう
）を経
けい
由
ゆ
して、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター
長
ちょう
宛
あて
に提
てい
出
しゅつ
してください。
〈選
せん
考
こう
方
ほう
法
ほう
〉10月
がつ
5
いつ
日
か
（月
げつ
）午
ご ご
後２時
じ
から国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
セ
ンターにおいて日
に
本
ほん
語
ご
レベルの測
そくてい
定のため
の面
めんせつ
接を行
おこな
い、選
せんこう
考します。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
：☎445-6975（田
た
中
なか
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の受
うけいれ
入・支
し
援
えん
、学
がくせい
生の海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
の支
し
援
えん
、海
かい
外
がい
学
がく
術
じゅつ
交
こう
流
りゅう
協
きょう
定
てい
校
こう
と
の学
がく
生
せい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する連
れんらく
絡・調
ちょう
整
せい
、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
に対
たい
する日
に
本
ほん
語
ご
・日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
いく
、その他
ほか
の国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する諸
しょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
がく
生
せい
教
きょう
育
いく
・国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する調
ちょう
査
さ
及
およ
び研
けん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。
詳
くわ
しくはホームページをご覧
らん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉
〈日
にち
　時
じ
〉　2015年
ねん
10月
がつ
5
いつ
日
か
（月
げつ
）12：00〜13：30
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
　A43番
ばん
教
きょうしつ
室
※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅこう
講希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、この
オリエンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6271（小
お  ぎ  そ
木曽研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2015年
ねん
度
ど
後
こう
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉　2015年
ねん
11月
がつ
2
は つ
0日
か
（金
きん
）13：00〜
〈参
さ ん
加
か
費
ひ
〉　無
む
料
りょう
〈見
けんがく
学場
ば
所
しょ
〉　五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みん
俗
ぞく
民
みん
芸
げい
村
むら
※留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
の「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
とした見
けん
学
がく
です。見
けん
学
がく
場
ば
所
しょ
は変
へん
更
こう
する
ことがあります。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6971（バハウ研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
スタディ・エクスカーション
第
だい
33 期
き
 日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
コース　学
がく
内
ない
公
こう
募
ぼ
〈日
にち
　時
じ
〉　2015年
ねん
10月
がつ
9
ここの
日
か
（金
きん
）12：15〜12：45
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
3階
かい
　A33番
ばん
教
きょうしつ
室
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
新
しん
規
き
来
らい
日
にち
留
りゅう
学
がく
生
せい
（研
けんきゅうせい
究生・科
かもくとうりしゅうせいなど
目等履修生等）のための
オリエンテーション
